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アプリケーションについて

AXIS Image Health Analyticsは、シーンの挙動を分析・学習し、画像の変更を検出するAIベースの
アプリケーションです。対応するAxisカメラでアプリケーションを使用し、画像の劣化や(カメラ
に対する)いたずらを検知します。

アプリケーションは画像の以下のような変化を検知することができます。

• 遮られた画像
• 向きを変更された画像
• 不鮮明な画像
• 露出不足

Axis装置のイベント管理システム、またはサードパーティ製ソフトウェアを使用すると、検知に基
づいてアクションをトリガーできます。たとえば、カメラの清掃をスタッフに通知したり、セ
キュリティスタッフに警告を発したりできます。

AXIS Image Health Analyticsを含むAxisカメラの全一覧については、axis.com/products/axis-image-
health-analytics#compatible-productsを参照してください。

AXIS Image Health Analytics

https://axis.com/products/axis-image-health-analytics#compatible-products
https://axis.com/products/axis-image-health-analytics#compatible-products
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検討事項

AXIS Image Health Analyticsは、シーンの挙動を分析・学習し、画像の劣化や(カメラに対する)い
たずらを検知します。画像の変化を検知すると、イベントを送信します。AXIS ImageHealth
Analyticsを設定し、イベントのルールを作成する前に、以下の点を考慮してください。

注
この章の考慮事項は一般的なものです。製品固有の考慮事項については、help.axis.comでお使
いのカメラのユーザーマニュアルを参照してください。

変化がほとんどないシーン

目立った特徴や細部がないシーンでは、画像の変化を検知することが難しくなります。これは、
草原や何もない壁、暗い部屋など、背景にほとんど変化がないシーンでよく見られます。

シーン要件の詳細については、を参照してください。

急激な光の変化

ライトを点けたり消したりすると、シーンに急激な変化が生じます。IRが内蔵されていないカメラ
や十分な投光器がないカメラでは、画像が突然暗くなると、露出不足と画像ブロックの両方によ
るイベントが送信されます。IR内蔵カメラでは、突然の光量低下によって、ナイトモードへの切り
替え中にイベントが送信されることがあります。

十分な明るさのある屋内シーン

AXIS Image Health Analytics

https://help.axis.com/
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光源のない屋内シーン

照明を点灯すると、影ができるなど、シーンの見え方がガラリと変わることもあります。

赤外線照明による暗い屋外シーン

木々の後ろにある投光照明が長い影を作る屋外シーン

視界を遮る物体

アプリケーションは、何かがカメラの視界を遮ったことは検知できますが、その意図を判断する
ことはできません。たとえば、カメラの前にトラックやバスが停車して視界が遮られると、画像
が遮られたとしてイベントが送信されます。

AXIS Image Health Analytics
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カメラの視界が一時的に駐車した配送トラックによって遮られている

意図的に駐車されたトラックによってカメラの視界が遮られている

カメラの視界が完全に遮られると、画像にフォーカスが合わなくなり、暗くなることもありま
す。そのような場合は、遮られた画像、不鮮明な画像、および露出不足の画像のイベントが同時
に送信されることがあります。

カメラの移動

AXIS Image Health Analyticsは、カメラの動きが意図的か偶発的かを判断することはできません。
つまり、このアプリケーションは、誰かが監視ゾーンを改善するためにカメラを動かした場合
も、何者かがカメラにいたずらをした場合も、画像リダイレクトのイベントをトリガーします。

突然の動きは焦点に影響し、アプリケーションは画像ぼやけをトリガーすることがあります。ま
た、カメラが前の位置と大きく異なるシーンに移動した場合、アプリケーションは画像ブロック
のイベントを送信できます。

PTZデバイスでは、AXIS Image Health AnalyticsはPTZカメラがパン、チルト、ズームするたびに分
析を一時停止します。PTZ (パン/チルト/ズーム) の動きが停止すると、カメラが元の位置に戻った
場合は分析を再開し、ビューが変った場合はシーンを再学習します。

注
アプリケーションが正しく動作するためには、カメラがガードツアーの各位置で、PTZの安定
化 (30秒)、シーンの再学習 (10秒)、および警告の確認を行うために十分な時間、静止している
必要があります。
たとえば、カメラが新しい位置に移動するたびに、アプリケーションは再学習を開始する前に
PTZの安定化に30秒、続いてシーンの再学習に10秒を必要とします。これらのステップ終了後
にのみ、システムはアラートの検出と検証を開始できます。
適切な動作を保証するために、各位置での静止時間は、安定化、シーンの再学習、および警告
の確認に必要な時間の合計より長くする必要があります。

AXIS Image Health Analytics
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カメラの前の蜘蛛の巣

カメラの前に蜘蛛の巣があるのはよくある問題で、特に夜間、赤外線照明付きカメラでは蜘蛛の
巣が画像に映り込むことがあります。

赤外線照明の使用時に反射の原因となる蜘蛛の巣

アプリケーションは、遮られた画像やぼやけた画像のイベントを送信することで、カメラ前にあ
る蜘蛛の巣の問題を監視するのに役立ちますが、蜘蛛がビューを横切って移動し続ける場合、何
度もイベントが送信される可能性があります。

アプリケーションのオフ

アプリケーションをオフにし、再度オンにすると、シーンの挙動が再学習されます。シーンの再
学習の詳細については、を参照してください。

プライバシーマスク

すでにAXIS ImageHealth Analyticsを実行しているカメラビューにプライバシーマスクを追加する
と、マスクで画像が遮られたとしてイベントが送信されることがあります。画像内にプライバ
シーマスクがある状態で、シーンの挙動を再学習させるには、アプリケーションを再起動しま
す。ただし、マスクされたエリアでは検知は行われません。シーンの再学習の詳細については、
を参照してください。

AXIS Image Health Analytics
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使用に当たって

1. カメラのWebインターフェースで、[[AAnnaallyyttiiccss]] >> [[AAXXIISS IImmaaggee HHeeaalltthh AAnnaallyyttiiccss]]に移動し
ます。

2. アプリケーションを起動するには、[[SSttaarrtt ((開開始始))]]をクリックします。
3. [[OOppeenn ((開開くく))]]をクリックして、アプリケーションを新しいブラウザタブで開きます。
4. 検知したい画像の変更を選択します。
すべての検知設定はデフォルトでオンになっています。
– 遮遮らられれたた画画像像:ビューが遮られたときにイベントを送信します。
– 向向ききをを変変更更さされれたた画画像像:ビューの元の向きが変更されたときにイベントを送信しま

す。
– 不不鮮鮮明明なな画画像像:画像が不鮮明なときにイベントを送信します。
– 露露出出不不足足:画像が暗くなり過ぎたときにイベントを送信します。

検知設定の詳細については、を参照してください。
5. 各検知設定の感度スライダーを調整することができます。
値を高くすると、画像の変化に敏感になります。詳細については、を参照してください。

6. [[VVaalliiddaattiioonn ppeerriioodd ((検検証証期期間間))]]に移動し、各検出設定に秒単位の時間閾値を設定します。
設定した期間中に画像に変更が生じたらイベントを送信させる場合にだけ、検証期間は機
能します。詳細については、を参照してください。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

このビデオでは、AXIS Image Health Analyticsの設定方法を紹介します。

AXIS Image Health Analytics
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設定

イベントのルールを設定する

詳細については、ガイド「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

画画像像がが6600秒秒間間遮遮らられれたたらら電電子子メメーールルをを送送信信すするる

この例では、カメラのWebインターフェースで、駐車中のトラックなどで画像が60秒以上遮られ
た場合に電子メールを送信するルールを設定する方法を説明します。

開始する前に、以下をご確認ください。

• カメラのWebインターフェースで電子メールの受信者を作成します。
AXIS Image Health Analyticsで次の手順を実行します。
1. [[BBlloocckkeedd iimmaaggee ((遮遮らられれたた画画像像))]]をオンにします。
2. [[VVaalliiddaattiioonn ppeerriioodd ((検検証証期期間間))]]を60秒に設定します。

カメラのwebインターフェースで次の操作を行います。
3. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]]に移動して、[[++ AAdddd aa rruullee ((ルルーールルをを追追加加))]]を
クリックします。

4. ルールの名前を入力します。
5. [[AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))]]の条件リストで[[IImmaaggee HHeeaalltthh AAnnaallyyttiiccss –– BBlloocckk ((遮遮らら
れれたた状状態態))]]を選択します。

6. アクションのリストで、[NNoottiiffiiccaattiioonnss ((通通知知))] の下の [SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((通通知知をを
電電子子メメーールルにに送送信信))] を選択します。

7. リストから送信先を選択します。
8. 電子メールの件名とメッセージを入力します。
9. [保保存存] をクリックします。

AXIS Image Health Analytics

https://help.axis.com/get-started-with-rules-for-events
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詳細情報

検知とイベント

AXIS Image Health Analyticsは、以下のような画像の変化を検知できます。

• 遮遮らられれたた画画像像:カメラに何かが覆いかぶさっている場合など、画像やカメラの視界が遮られ
た場合に検知します。

• 向向ききをを変変更更さされれたた画画像像:誰かがカメラを動かした場合など、元の視界の向きが変わったとき
に検知します。

• 不不鮮鮮明明なな画画像像:レンズについた雨滴などで画像がぼやけた場合に検知します。
• 露露出出不不足足:シーン内の光源が突然消えた場合など、画像が暗すぎる場合に検知します。

デフォルトでは、これらの変更をすべて検知するように設定されています。検知が発生すると、
イベントが送信されます。装置のイベント管理システムまたはVMSで、これらのイベントに基づい
てルールを設定できます。シーンの適性に応じたルール設定も可能です。

検知時にイベントを送信するだけでなく、検知された画像の変化が元に戻ったときにもイベント
を送信します。

シーンの適性

AXIS Image Health Analyticsをオンにすると、すぐに分析が開始され、シーンの挙動が学習されま
す。シーンに明確な特徴や詳細がない場合、変化を検知しにくくなります。その場合、シーンが
不適切であることが通知されます。

適切なシーンと不適切なシーンの例。

シーンは連続的に分析されます。たとえば、カメラのズームレベルを変更したり、カメラを移動
させたり向きを変えたりすると、適性が変わる可能性があります。

注
シーンが不適切な場合、アプリケーションは、遮られた画像、ぼやけた画像、向きを変更され
た画像のイベントを送信できません。適否にかかわらず、画像が露出不足の場合はイベントが
送信されます。

シーンの学習と再学習

AXIS Image Health Analyticsは、シーンの挙動を学習し、何かが変化すると検知します。アプリ
ケーションをオフにし、再度オンにすると、シーンの挙動が再学習されます。シーンが不適切か
ら適切に変化したときも再学習が行われます。

カメラビューを変更する場合は、アプリケーションをオフにし、カメラビューを調整してから再
度オンにしてください。

AXIS Image Health Analytics
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画像の変化への感度

画像の変化に対するアプリケーションの感度を増減できます。感度が高いほど、アプリケーショ
ンによるイベントの送信に必要な画像の変化が少なくなり、ほとんどの場合、送信されるイベン
トの数が増えます。一方、感度が低いと、より多くの画像の変化が必要であるため、送信イベン
ト数が減少する可能性が高くなります。

• 遮遮らられれたた画画像像:感度は、シーン学習時の画像の様子と比較して、画像がどの程度遮られたり
しているかに影響されます。

• 向向ききをを変変更更さされれたた画画像像:感度は、シーン学習時の画像の様子と比較して、画像がどの程度見
えるのかに影響されます。

• 不不鮮鮮明明なな画画像像:感度は、シーン学習時の画像の様子と比較して、画像がどの程度ぼやけてい
るのかに影響されます。

• 露露出出不不足足:感度は画像の露出不足の度合いに影響されます。

検証期間

AXIS Image Health Analyticsでは、検知設定ごとに検証期間を設定できます。検証期間は時間閾値
として機能し、設定した期間中に変更が生じたらイベントを送信させる場合にだけ機能します。

例:
シーンでは、配送トラックがカメラの前に一時停車し、カメラの視界を遮るリスクがあります。
カメラの表示が2分間遮られた場合にのみ通知を受け取りたい場合は、AXIS Image Health
Analyticsの検検証証期期間間を120秒に設定します。

AXIS Image Health Analytics
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統合

AXIS Camera Stationでアラームを設定する

この例では、AXIS Camera Stationにルールを設定して、AXIS Image Health Analyticsが画像変更を
検知したときにオペレータにアラートを出し、ビデオを録画する方法について説明します。

開開始始すするる前前にに

貴社に必要な製品：
• AXIS Image Health Analyticsが設定されて実行中のAxisネットワークカメラについては、を
参照してください。

• AXIS Camera Stationをインストール済みのコンピューター1台
AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonnににカカメメララをを追追加加ししまますす
1. AXIS Camera Stationで、カメラを追加します。AXIS Camera Stationユーザーズマニュアル
を参照してください。

デデババイイススイイベベンントトトトリリガガーーをを作作成成すするる
1. をクリックして[[CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))]] >> [[RReeccoorrddiinngg aanndd eevveennttss ((録録画画ととイイベベンントト))]] >>
[[AAccttiioonn rruulleess ((アアククシショョンンルルーールル))]]に移動し、[[NNeeww ((新新規規))]]をクリックします。

2. [追追加加] をクリックしてトリガーを追加します。
3. トリガーのリストから [DDeevviiccee eevveenntt ((デデババイイススイイベベンントト))] を選択し、[OOKK] をクリックし
ます。

4. [CCoonnffiigguurree ddeevviiccee eevveenntt ttrriiggggeerr ((デデババイイススイイベベンントトトトリリガガーーをを設設定定))] セクションで次の
設定を行います。
– [DDeevviiccee ((デデババイイスス))] でカメラを選択します。
– [EEvveenntt ((イイベベンントト))]]で、[[AAXXIISS IImmaaggee HHeeaalltthh AAnnaallyyttiiccss]]のいずれかのオプションを選

択します。
– [トトリリガガーー時時間間] で連続する2つのトリガーの間隔を設定します。この機能は、連続す

る録画の回数を減らすために使用します。この間隔中に別のトリガーが発生して
も、録画は継続され、トリガー時間はその時点から再度カウントされます。

5. [FFiilltteerrss ((フフィィルルタターー))] で [aaccttiivvee ((アアククテティィブブ))] を [YYeess ((ははいい))] に設定します。
6. [OOkk] をクリックします。

アアララーームムをを発発ししてて映映像像をを録録画画すするるアアククシショョンンをを作作成成すするる
1. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
2. [追追加加] をクリックしてアクションを追加します。
3. アクションのリストから [RRaaiissee aallaarrmm ((アアララーームムをを発発すするる))] を選択し、[OOkk] をクリックし
ます。

注
アラームメッセージは、アラームが発生したときにオペレーターが確認します。
4. [AAllaarrmm mmeessssaaggee ((アアララーームムメメッッセセーージジ))] セクションで、アラームのタイトルと説明を入力
します。

5. [OOkk] をクリックします。
6. [AAdddd ((追追加加))] をクリックして他のアクションを追加します。
7. アクションのリストから [RReeccoorrdd ((録録画画))] を選択し、[OOkk] をクリックします。
8. カメラのリストから、録画に使用するカメラを選択します。
9. プロファイルを選択し、プリバッファとポストバッファを設定します。
10. [OOkk] をクリックします。

アアララーームムををいいつつ有有効効化化すするるかかをを指指定定ししまますす
1. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。

AXIS Image Health Analytics
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2. アラームを特定の時間だけ有効にする場合は、[CCuussttoomm sscchheedduullee ((カカススタタムムススケケジジュューー
ルル))] を選択します。

3. リストからスケジュールを選択します。
4. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
5. アクションルールの名前を入力します。
6. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。

AXIS Data Insights Dashboard

AXIS Camera Station ProのAXIS Data Insights Dashboardには、デバイスからの分析データがグラ
フやチャート形式で表示されます。AXIS Data Insights Dashboardの設定ページには、システム内
のデバイスでサポートされているすべてのアプリケーションと設定済みのイベントが表示されま
す。AXIS Camera Station Proで、[[AAnnaallyyttiiccss ((分分析析))]] > [[DDaattaa IInnssiigghhttss DDaasshhbbooaarrdd]] に移動して以下
を行います。

• AXIS Image Health Analyticsおよびその他のアプリケーションを実行しているカメラとデー
タソースのリストを表示します。

• 各デバイスまたはデータソースでサポートされているアプリケーションとシナリオのリス
トを表示します。

• ダッシュボードに含めるイベントを選択します。
• イベントにタグを付けて、ダッシュボード内のデータをフィルタリングできるようにし
て、たとえば、同じ場所にあるカメラをグループ化します。

• イベントのステータスを表示します。

検検知知対対象象 [IInncclluuddee ((含含めめるる))] 列のスイッチをオンにする
と、ダッシュボードにイベントのデータが表示
されます。

タタググ [TTaaggss ((タタググ))] 列のドロップダウンメニューか
らタグを選択して、イベントに追加します。

新しいタグを追加するには:

1. [TTaaggss ((タタググ))] タブを開きます。

2. タグの名前を入力します。
3. 矢印をクリックします。

注
• AXIS Data Insights Dashboardを使用するには、Windowsサーバー上で暗号化接続プロトコ
ルTLSバージョン1.2以上が必要です。

• AXIS Data Insights Dashboardでは、次の場合にカメラの既存のMQTT設定が上書きされま
す。
– カメラに設定済みMQTTクライアントがない場合。
– 別のAXIS Camera Station Proサーバーに接続されているカメラのイベントを手動で

有効にします。
• AXIS Data Insights Dashboardに接続している間、カメラのMQTTクライアントはData
Insights Dashboard専用です。

• カメラとAXIS Camera Station Proサーバーは、同じネットワーク上に設置する必要がありま
す。

• 最適なパフォーマンスを得るには、AXIS Camera Station ProのAXIS Data Insights
Dashboardを実行するために、16 GB以上のRAMを搭載したサーバーをお勧めします。

• 保存できるデータは最大100 MBであるため、ストレージ期間は制限されます。

AXIS Image Health Analytics
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このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

AXIS Data Insights Dashboardを有効にする方法

AXIS Image Health Analytics



15

監視ガイド

AXIS Image Health Analyticsは、外部要因またはカメラ自体が原因の一般的な画像の健全性の問題
を監視するのに役立ちます。AXIS Image Health Analyticsに基づくアラームが発生した場合は、ア
ラームのタイプに応じたこのステップバイステップガイドに従って、取るべき対策を確認してく
ださい。

露出不足アラーム

デイモードのアラーム

カメラはデフォルト設定で動
作していますか？

必要 カメラのデイナイトモードの
閾値を確認してください。デ
イモードの時間が長いほど、
低光量状態で露出不足になる
リスクが高くなります。

詳細については、カメラの
ユーザーズマニュアルを参照
してください。

なし カメラの画像設定を確認して
ください。低ゲインでシャッ
ター速度が速いと、低光量で
は画像が暗くなり、露出不足
のリスクが高まります。

詳細については、カメラの
ユーザーズマニュアルを参照
してください。

AXIS Image Health Analytics
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ないとモードのアラーム

カメラにIRは内蔵されていま
すか？

必要 • カメラの赤外線照明が
オンになっていて、
[[AAuuttoo ((オオーートト))]]に設定
されていることを確認
してください。

• カメラに外部光源があ
る場合は、カメラの画
像設定でカスタム露出
ゾーンを設定し、シー
ンの照明が当たってい
る部分を除外してみて
ください。

• カメラビューで空が見
えすぎる場合は、カメ
ラビューを調整する
か、カメラの画像設定
でカスタム露出ゾーン
を設定し、空の一部を
除外します。

詳細については、カメラの
ユーザーズマニュアルを参照
してください。
• AXIS Image Health
Analyticsに検証期間を
追加することを検討し
てください。検証期間
は、ナイトモードに切
り替わる時間に余裕を
持たす閾値として機能
します。
詳細については、を参
照してください。

なし • シーンに外部照明を加
えることを検討してく
ださい。

• 照明に適した時間帯に
のみ機能するスケ
ジュールルールの作成
を検討してください。
詳細については、カメ
ラのユーザーズマニュ
アルを参照してくださ
い。

AXIS Image Health Analytics
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不鮮明画像アラーム

フォーカス問題によるアラーム

繰り返し起こる問題ですか？ 必要 • 温度ログをチェックす
るなどして、カメラの
ヒーターが意図したと
おりに動作することを
確認してください。

• axis.com/supportでAxis
サポートに問い合わせ
ます。

なし • カメラに電動レンズが
ある場合は、オオーートト
フフォォーーカカススを起動しま
す。

• axis.com/supportでAxis
サポートに問い合わせ
ます。

外部要因によるアラーム

何かがカメラを覆っています
か？

必要 • カメラのドームや前面
ガラスに汚れがないか
確認してください。

• カメラの保護フィルム
が剥がれていないか確
認してください。

なし • カメラのドームや前面
ガラスに傷がないか確
認してください。

• ブレの原因が日差しや
雨によるものかどうか
を確認し、サンシール
ドやウェザーシールド
を追加することを検討
してください。

AXIS Image Health Analytics
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トラブルシューティング

適適性性のの問問題題

... シーンに明確な特
徴がない

ズームアウトしたり、カメラを動かすなどして、カメラの視野を調整し
てみてください。変化を検知するためには、画像に詳細や明確な特徴が
必要です。詳細については、を参照してください。

誤誤報報のの問問題題にに関関すするる対対処処法法

... 雨や雪の飛沫によ
るもの

ウェザーシールドを使ってみてください。ウェザーシールドは通常、屋
外対応カメラ/屋外対応のカメラに付属しているか、オプションのアクセ
サリーとして用意されています。

,,, 太陽からの反射に
よるもの

ウェザーシールドやサンシールドを使ってみてください。ウェザーシー
ルドまたはサンシールドは通常、屋外対応カメラ/屋外対応のカメラに付
属しているか、オプションのアクセサリーとして用意されています。

... カメラが自動的に
画像を回転させるた
め

カメラによっては、自動回転に対応しています。カメラのWebインター
フェースで[[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーールル))]] >> [[RRoottaattee
((回回転転))]]に移動して、[[AAuuttoo ((オオーートト))]]ではなく回転角度を選択してくださ
い。

... 近づく車のヘッド
ライトによるもの

対象範囲に道路がある場合のみ、シーンに道路を含めるようにしてくだ
さい。赤外線照明付きのカメラは通常、急な光の変化にも対応できます
が、強いヘッドライトが当たると、ナイト（白黒）モードからデイ（カ
ラー）モードに切り替わり、シーンが一変することがあります。

... 影や突然の光の変
化によるもの

内蔵IRのなないいカメラのの場合は、IRまたは白色LED照明をシーンに追加し
てみてください。照明が不十分で影ができたり、突然光がなくなったり
すると、シーンが変わってしまいます。

内蔵IR搭搭載載カメラの場合、空が見えすぎる場合など、ナイトモードへの
切り替えが遅れることがあります。カメラのWebインターフェースでカ
メラビューや露出ゾーンを調整し、空の露出を少なくしてみてくださ
い。検証期間の設定で、ナイトモードに切り替わる時間に余裕を持たす
閾値を追加することもできます。詳細については、を参照してくださ
い。

... プライバシーマス
ク使用時

アプリケーションを再起動してみてください。すでにAXIS Image Health
Analyticsを実行しているカメラビューにプライバシーマスクを追加する
と、シーンの挙動の再学習が必要になることがあります。

... 蜘蛛の巣と蜘蛛が
カメラビュー上を移
動するため

蜘蛛がカメラに寄ってこないように、外部赤外線照明を使うようにして
ください。

アアララーームムがが通通知知さされれなないい問問題題にに関関すするる対対処処法法

... 画像が遮られたか
方向が変更された場
合

ビューが10分以上遮られたり向きを変えられたりりすると、シーンの挙
動が再学習され、新しいシーンに基づいて検知が行われます。

画像が遮られるか向きが変わってトリガーされたら確実に対処できるよ
うにしてください。

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。

AXIS Image Health Analytics
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